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パ ー ソナルウ ェ.アの概 念 と機 能
1は じ め に
松.本 良 治
昨今の.コ.ンピュ一 夕と通信 の周辺技術 については目を見張 るものがあ る。半
導体技 術の.]覚ましい進展 に よるダウンサ イジングの結果,特 にパー ソナル コ
ン ピュー タ(パ ソコ ン)の も.つ威力 は従来 に比 して著 しく向上 した。 大規模
な 業 務 処 理 用 の コ ン ピュー タ を別 にす れ ば パ ソ コ ン のEUC(EndUser
C。mputing)としての役割 は極め て大 き くなった といえる。
一方,通 信 の状況 を見 れば,電 子 メール に象徴 される ように,ビ ジネスに従
事 する人に限らず学生や主婦 をも含めて簡便 な コミュニケーシ ョン手段 として
・挙 に普及 し,メ ー ルを送信 して も相手 がメールボ ックスか らそれ を取 り出 さ
なけれ ば伝 わらない とい った数年前 の消極論 も今や まった く影 をひそめたほ ど
に定着 しつつあ る。
また,イ ンターネ ッ トの技術 の進展で,個 人の家庭 で も.インターネ ッ トに容
易 に接続 してWeb(WorldWideWeb)ペー ジ の閲覧 を行 えるよ うに なって
きたrこ の インターネ ットへの接続 によ り人の情報へ の接点が一挙 に世界的 な
レベルに増大す ると ともに,そ の瞬時性 に より莫大 な情報 を即座 に入手す るこ
とが可能 になった。 さらに,高 速 モデみr(56kbps)の登場 や従来 のアナロ グ
電話 回線 に比べ て高 速で信頼性 の高いISDNの 普 及で画像 や 音声等 を含 むマ
ルチ メデ ィア情報 が よ り身近 な ものになって きた。
以上の ような状況 は個 人の情報処理環境 に大 きな影響 を与え ようと している。




計算用 の機器 でもな くなって きた。情報収集 やイ ンターネ ッ トショッピ ング,
イ ンター ネッ トバ ンキング,あ るい はデ ィジ タル カメラや ビデオを駆使 したマ
ルチメデ ィア情報操作 などを通 じて,今 や生活必 需品 としての地位 をも固めつ
つある ようにみえる。 このような多様 な使い方がで きる機 器は従来 にはな く,
家電製品の ように必 ず しも統一 的な用途が決め られている訳ではないので,パ
ソコンは これか らもいろいろな使 われ方 と新 しい価値 を生み出す大 きな可能性
を秘めた もの といえる。 したがって,安 易 にパ ソコンの用途 を限定 して しまっ
ては今後のパ ソコンの もつ能力の可 能性 をつぶ して しまうことになる。パ ソコ
ンを人 間の生活 をよ り豊か にする道具 として,そ れが もたらす恵恵.の可能性 を
見極 めてお くこ とは重要である。
本論文 では,パ ソコンを個人の情報処理の基盤 的なプラ ッ トフォームと して
位 置づ け,そ の上 に必要 な機能 を用意する ことに より実現 する個 人 レベ ルの情.
報処理環境 を前提 に,具 体的 な概.念と機能 を提 案する ものである。情報化社 会
におけ る個 人の積極的 な役割 を.考えると,特 に個人の情報 処理環境 は,人 が生
活する上で関わるであろ うあ らゆる情報 に対応 した振 る舞い といった,.より広




大量化 ・同質化を前提 にした集団指向的な発想にもとつ く効率優先の考え方が




的な横型の構造へ と移 りつつある。例えば,従 来では仕事上の指示は上位職位




観 点 工 業 化 社 会 情 報 化 社 会
特 性 大量化 ・同質化 多様化 ・個性化
産 業 構 造 マ ス プ ロ ダ ク シ ョ ン マ ス カ ス タマ イ ゼ ー シ ョン
.組 織 構 造 中 央 集 権 的(縦型) 分 権 的(横型)
情 報 量 定 量 大 量
情報ぺの取組み 情 報 収 集 情 報 発 信
変 化へ の対 処 変化対応 ・追従 変化先取 り・創造
意 志 決 定 統計的手法で予測 直感的洞察と即決
.社 会 目 標 消 費 社 会. 環 境 保.全








意志決定に際 しては,過 去からの傾向を集計 し今後を予測するような統計的
な手法ではなく,直感的な洞察やひらめきとともに即決することが求められる。
効率化を優先させた結果,過 去の資源消費型経済 ・産業構造の破綻を招いた








IIIパ ソコン とインターネ ッ トの役割
パ ソコンや インター.ネットの役割 についてよ く考 えてお く必要が ある。パ ソ
コンを文書の作成や表計算のための用途 として限定す るの ではな く,よ り大 き
な恩恵 をもた らす もの と して とらえる と,今 後 の人々の生活 に過去 にはない新
しい舞台 を提供 して くれる。
例 えば,数 行で済む電了Lメー ル の方が用件本文 のほかに時候の挨拶や状況 を
含めた手紙 をしたたゆる よりこ とが簡便 に運ぶ。 また,コ ンピュー タのデ ィジ
タルの世界では本来の人間のアナログ感覚が徐 々に失 われ てい くと考 えるので
はな く,逆 にデ ィジ タルの世界をうま く利用 してアナログ感覚 を磨 くとい うよ
うに考えれば事態 は大 きく変 わるこ とになる。あ るい は,紙 とペ ンで構想 を練
る よ り,パ ソ コ ンを前 にMIDI(MusicallnstrumentsDigitallnterface)音
源か ら流 れる音楽 を耳に しなが ら,と きには必要 な情報 を瞬時 に.インターネ ッ
トで取 り寄せ なが ら新 しい考 え方や アイデアをあ たためた方が 快適 か もしれな
い σ
この ように考 えると多少 は問題の解決の糸 「.iが見えて くる。そ こで,情 報 化
社 会に積極 的な認識 を加 え,パ ソコンや.インター ネッ トが もた らす恩恵 を整理
する とそのポイン トは3つ ある。第1は,速 度である。具体 的には情報 の収集
の速度,収 集 した情報 にさまざまな加工 を加える速度,そ して新 しい価値が付
加 された情報 の伝達の速度であ る。 これ らは手作 業に比べ れば比較 にな らない
速 さであ り,5～10年 前 と比べて も格段 に向上 している。
第2は,.情 報のマルチ メデ ィア化 である。 マルチメデ ィア情報が文字や数値
からなる情報 に比べて はるか に直感 的に理解 され,ま た入間の思.考プロセ スに
も有用で あることが既 に明 らか にされている。例 えば,問 題解決型の共同作業
にお いて もビデ オ画像 が大 きな効果 がある とい う。
最近のパ ソコンのマ シンとしての性能 向上 と記録媒体の大容量化 によ り,マ
ルチ メデ.イア情報の操作 を一一段 と容 易に している。例 えば,.ビデ オ画像はその
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デ ィジタル化.により必要 な画面 を自在 に切 り貼 りする ノンリニア編集が容易 に
な り,情 報 にお けるマ ルチ メディアの ウエ イ トを高めつつ ある。
第3は ネ ットワーク化であ る。 インターネ ッ トは,い ろいろなサ ー ビスが提
供 され ている従来の電話回線 の ようにほぼ完成 されたネ ッ トワークで はな く,
極め てシンプルなネ ットワー ク基盤 である。 それ ゆえに利用者側で さ まざまな
工 夫 を懲 らす こ との で きる機 会が 大 きい とい える。現 在,WebやHTML
(HyperTextMarkupLanguage)による文書,そ してそれ を閲覧表示す るブ
ラウザ などのイ ンターネ ッ トの数 々の技術が開発 されてい るが,今 後 も新 しい
技術 が どん どん開発 されるこ とが期待 され る。
イ ンターネ ッ トに接続 されたパ ソコンでは,既 にデー タベース化 されている
ものは もちろん,ど こに必要 とする情報があるかその所在場所 まで,あ ら.ゆる.
'1青報への アクセスが基本的 に保証 され,必 要な らば瞬時の内にそれを入手 でき
る。 さらにそ こでは,電 子 メールや電子 会議,場 合 によっては相手 の顔 を見 な
が らの ビデ オ会議な ど,関 係 する人達へ のコ ミュニケーシ ョンの手段 もさまざ
まな形で用意 されている。
以.トの ような原境 の中では,ま さに情報化社会 に相応 しい人の生活が.イメー
ジされ,従 来 とは異 なっ た場面 が見 えて くる。 それは情報 化社 会で 求め られ






























このモデ ルの各階層はそれぞれの情報処理環境 に対応 したネ ッ トワークとそ
こにお ける情報処理 システム を表現 している、,また,表2は 情報処理環境の各
階層 における役割 を示 してい る。
よ く注 目 され て い る の は下位 か ら2番 目の 階 層 にあ た るGCE(Group
ComputingEnvironment)であ る。 そ こで はLAN(LocalAreaNetwork)
の上 に機能 す るGroupwarc(.グループ ウェア)の シス テムが存在す る。い う
まで もな く,グ ループウェアは複数の人間が コンピュー タを利用 しなが ら共同
作 業を効率 よ く進 めるための支援 システムであ る。多 くの グループウェアシス
テムはその前後 の階層 にあるべ.き情報処理環境 や ネッ トワー ク等 を意識 してい
ないために本質的な問題 に.まで掘 り下 げられ ることがない。 このため真 の問題
解決に まで至 らないこ とが,懸念 される。
例えば,人 が扱 う情報 は個 人のそれに起因す るところが ら出発する ことが多
い。言い換 えれば,個 人が扱 う情報 は,ビ ジネス用,個 人用 とい うように実際
の ところ厳密に区別 するこ とは難 しく,新 しい発想 は個 人が積み上げ蓄積 した
ものの中か ら.生まれるこ とが多 いので,仮 に厳密 に切 り離 して しまうと独 創性
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が阻害 されることになる。 この ことか らも,グ ループウェアのみに着 目したシ
ステムはそれな りの限界があ ると考えた方が妥 当 とい うことになる。す なわち,
最 も下位 に存在 するPCEが,PAN(Pers。nalAreaNetwork)上で確 立 され
では じめ て グループ ウェアを機 能 させ るた めのGCEが 成 り立つ。個 人の プ
ラ ッ トフ ォームであるパ ソコン も,ス タ ン ドアロ ンで は機能 しない。PANと
いうネ ッ トワーク環境 におかれねばな らない。 これは情報 という ものが,伝 達
されては じめて価値が生 じるものであるこ とを考えれば当然であ る。
PCEで は個人の アイデアや考 えの発 想か ら生 まれ る知恵 と新 しい価値 の創
出が もたらされ,こ れ こそがPCEの 役割 になる。 グループウェ.アは共同作 業
を支援 する とい うよ り,PCEか らもた らされる各人の知恵 を集約 し,問.題解
決 のための.合意形成 を支援す るシステ ムであ る。 したが ってGCEとPCEと
は密接 なイ ンター フェー.スをもっ ことになる。
さ ら に,GCEは そ の.ヒ位 の 階 層 に あ るCCE(CorporateComputing
Environment)とも密 接 に 関 りあ い を もつ。CCEはWAN〔WideArea
Network)の上 に存在 し,社 会への貢献,企 業責任等 をそ の役割 としなが ら機
能す ることにな る。
最 も上位 の階層 には,地 球環 境保全 をその役割 とす るSCE(SocialCom二
putingEnvironment)がMAGI(MetropolitanAreaNetwork)上に存在す る。
行政 と して全.体としての調整機能 をもつ とい える。






本論 ではCE(Comput.ing.Environ皿ent)を情報処 理環境 と訳 して いるが,
コン ピュータ利用 による計算処理な どの狭 い範囲 を意味す る もので はない。 人
が生活す る上 で関 わるあらゆる情報 に対 応 した振 る舞い といった より広範囲 な
場 面 として とらえている。特 にPCEは,人 々の生活 に深 く依存す る。 そこで
は,入 間の 日常 的な生活がパ7コ ンをプラッ トフォームに して展 開 される。朝.
新聞を読 んでニュースを見 るの と同 じようにパ ソコン画面 に:表示 される トップ
ニュース を眺め,必 要 に応 じて詳細 な記事 を読 むこともあ る。 また,急 ぎの連
絡が寄せ られていないか電子 メールをチ ェックし,急 ぎの用件 に対 しては返信
メール を作成するこ ともある。 多 くのメールを通勤途 中で読むため に,モ バ イ
ル機器に ダウンロー ドするこ ともある。
また,そ の 日の仕事 に関連す るデータを検索 し,気 のついた点 を補足 してそ
の デー タに更新 を加 えるこ ともあ る。 ときには どこか の美術館 の絵 画 を画 像
デー タで眺め なが ら思索に耽る.こともある。
この ように,人 の生活における個 々の振 る舞 いは,そ の 人が関 わるさまざま
な情報 とともにあ る。いい換えれば情報 はその人の生活 そのもので あ り,そ の
ときどきの振 る舞い とともに個 人が蓄積 した情報 や情報へ のアクセスの過程 も
が刻 々 と刻み こまれてい く。多 くの場合,無 意識 的に行 われる振 る舞いもあれ
ば,た まに.メモ をとるなどの行為に よって意識的に行 われるこ ともある。 これ
らの振 る舞 いが 当人の プラ ッ トフォーム を通 じ.て対応 す る何 らか の仕掛 け に
よって支援 されれ ば,人 の思考の プロセスに も好影響 を与 えるばか りでな く,
生活全体 もより快適 になるこ とが予想 される。パー ソナルな情報処理環境 はこ
の ように人々の生活 に密着 した 日常的な振る舞いその もの といって も差 し支 え
な く,し たがってPCEは 各個人別々の ものでなければな らない。こ うした 日
常 的 な振 る舞 い を支援 す る個 々人 固 有の イ【:掛け,シ ステ ムがPesonalware
(パーソナルウェア)で あ る。
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viパ ーソナル イン トラネ ッ トとパーソナルウェア
インター ネッ トの技術 を利用 して企業内等で統.一的な コンピュー タ利用者 イ
ンター フェース を実現 す るIntranet(イン トラネ ッ ト)が 注 目 されている。具
体 的には,Webペ ージ(Webサ ーバ とIITML文 書)と それ を閲覧,表 示す
るブ ラウザ を基.本に した もので,利 川者 はコンピュー タにや らせる仕事 に対応
した アプ リケー シ ョンプロ グラムを個 々に操作せず,ブ ラウザが もってい る機
能 に よって,Webペ ージを閲覧す るの と同 じような方法 で 目的 とす る情報 を
参照す るだけで対応するアプ リケーシ ョンプログラムを起動 させ る。 しか しな
が ら,.般 に考え られているイ ン トラネ ッ トは,企 業職場等の統一的 な操作 環
境が 前提 とされてお り,利 川者 一人一 人の個別 の琿壇が用意 され る訳ではない。
先 に論 じたPCEと は相 容れ ない もの とな.ってい る。情報 処理環境CEが 人
の さまざまな場面 を反映 した環境 であれば,イ ン トラネッ トもパー ソナ ルイン
トラネ ッ トで なければな らない。
パー ソナル イン トラネ ッ トは,い つで も,ど こか らで も,同 じような操作 環
境で必要 な情報 を自由にや り取 りで きるオープンシステムを実現す る。具体 的
には,職 場であって も,出 張先 であっても,あ るいは自宅であ って も,そ れぞ
れで使用するパ ソコンの電 源を入れると,ス ター トアップメニ ューか ら直ち に
個々人固有の イン トラネ ッ ト画面が表示 され る。そ こで機能す るのがパー ソナ.
ルウェアである。
PCEを 実現するPANの 上では,パ ー ソナ ル ウェアは同 じパ ソコ ンプラ ッ
トフォー ム内 に収容 されて もよい。 しか.し,GCEを 実現 するLANの 上 では,
図2に 示す ように各パ ーシナルイン トラネッ トに対応 して各人のためのパー ソ
.ナル ウェアを機能 させ るために,個 別 リソー スを管琿 し,.各種 サー ビス を提供
するためのイ ン トラネ ッ トサーバが必要 になる。 これは クライア ン トサーバ シ
ステムにおけるサーバ マシ ンと同等の ものであ る。
パー ソナルウェアは図3に 示す ように,基 本的 に3つ の空間か ら構成 される。.
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パ ーソナ ル ウ ェア
私事の空間 くつろぎの空 間
.仕事 の空 間はその人が社会的な役割 を担 うために仕事 をす る場所で ある。会社
で仕事 をす るのは 毛と して この仕事 の空間である。電 子メールで業務連絡 を行
い,営 業 レポー トを書いた り,会 社 のデータベースは もちろん,イ ンター ネッ
トか らも必要 な情報 を入手 しなが ら企画書 を作成す るのはこの空間であ る。
私事(わ た くしごと)の 空間では,趣 味 の詩 を書い た り,家 計簿や住所 録 を
整理す るな どの作 業が行 われ る。 インター ネッ ト上のWebペ ー ジにア クセス
し,最 新のニ ュー.スを見た り,仲 間 とチャッ トで会話 を交 わした り,あ るいは
インター ネ ットシ ョッピングを楽 しんだ りす るの もこの空間である。
く.つろ ぎの空間では,音 声 や映像 などのマ ルチ メデ ィア情報 を楽 しみなが ら
空想や思索に耽 りなが ら,ま さに本来の アナログ感覚 を磨 く場所 である。
パー ソナル ウェアはこれ ら3つ の空 間を共有す る。パー ソナル ウェアの機 能
はPIM(PersonalInformationManagement)をその基 本 に して いるが,そ
bパーソナルウェアの概念と機能.(47>47
こで扱 われる情報 はさまざまで,そ れ らへ の アクセスは非常 に簡単 な操作で行
われる。 具体 的な.イメージは次の とお りであ る。
① パ ソ.コン画面上 に表示 され るパー ソナ ルイ ン トラネ ッ トの画面か ら,マ
ウスカー ソルをポイ ン トす るだ けで必 要 とするキ ャビネ ッ トを開いて 目的
の情報 を取 り出す。
② 特定 のキーワー ドを入力す るだけで,必 要 とする情報 を,そ れが当該パ.
ソコンや ネッ トワークに存在 しなければ インターネ ッ トに 自動的 に接続 し
てそ こか ら収集す る。
③ 自ら作成 した文書や ビデオ映像 も,マ ウス カー ソル を適 当なキャ ビネ ッ
トにポ イン トす るだけで引 っ張 り.出した り,格 納す る ことが で きる。
④ 新 しいメールや ニュースの到着がチ ャイム等 で知 らされ,そ の 内容が 自
動 的に表示 される。
⑤ 会議 の時 間が迫 って くれ ばそれが音 声等 で知 らされ,同 時 に.スケジュー
ル表 が表示 される。
⑥ コー ヒーブ レ.イクにはCDリ.ス トか ら選 んだ軽 音楽 を流す こ とがで き
る。
この ような人の 日常的 な振 る舞 いは,そ の人の情報処理 にお けるプロセズ フ
ロー としてあ る種の メカニ ズム によって吸収 される。 このメカニズム をダイナ
ミックに動作 させ ることによ り,頻 繁に使 われ る情報への アクセス を速めるな
ど,人 の振 る舞い を忠実 に反映 した使 い勝手の よい情報処理環境が実現 される。
前述 の3つ の空間 は,実 際 に扱 われる情報 を格納す るデ ィ レク トリ構造 と密接
に連動す る。情 報の空間配分 の大枠 を最初 に設定 してお けば,プ ロセ スフロー
.メカニズ ムが人の振 る舞 い に応 じて情報の取 り出 し格納 を維持 ・管理する。
こ うした状況は,従 来の個別 アプ リケーシ ョンプログラム に依存 した固定的
な情報処理環境 か ら解放 され,日 常的 な生活の 中での個人の 白山 な発 想 を促 す
素地 をつ くる。
図4は,上 述 したパー ソナル ウェアの機 能 の具体例 を示 してい る。 これは
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図4パ ー ソナ ル ウ ェ ア の機 能 モ デ ル
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HTMLやJavaScrlpt(NeiscapeCommunications社が開 発 した オ ブジェ ク
ト指向型のス クリプ ト言語 で,HTML内 に記述す ることがで き,ブ ラ ウザが
直接処理す る。)な ど,既 存 のインターネッ トの技 術 を使用 して実現 している。
PCEの パ ソコンの電源 を投 入す る と最 初 にこの画 面が表示 される。 画面 の
右側上部 には,電 子 メールの受信箱 とその内容が表示 される。これは既 存の電
子 メー ルソフ トに よる ものであ る。 また画面の右側 卜部 には,PIMに よるス
ケ ジュール管理 ソフ トの画面が表示 される。電子 メールやスケジュール等の ア
プ リケーシ ョンプログラムはパ ソコンのス ター トア ップメニューに事前 に登録
す るこ とによって,電 源投 入 とともに起動 されるものであ る。
画面の左側下部に示 される机上 の本棚 には,個 人の情報処理 に必 要な ものが
ファイル と して示 され,そ れらへ はクリ ッカブルマ ップに よって直接別 の詳細
なWebペ ージに リンクされるか,該 当 ファイル を取 り扱 うプラグインソフ ト
パーソナルウ.Lアの概念と機能...(49}.49
やヘルパーアプ リケー ションが 自動的 に起動 される ことによってアクセスされ
る。
また,.画面 の左側上部 に示 されているボー ドか らも必 要な情報 にアクセスす
るこ とがで きる、,例えば ニュース や天 気予報 はあ らか じめ 設定 されて い る
URL(UniversalResourceLocator)にしたがって該当す るWebペ ージが表
示 される。
画面左側 中央部 には,い わ ゆる備忘録のための入力部が用 意 されていて,そ
こに必 要な事項 を書 き込 む とそれが 自分宛のメール として届 けられる仕組み に
してある。
この例 では,情 報処理 にお けるプロセス フローメカニズムが搭載 されていな
いめで,.人の振 る舞 いを反映す るきめ細かい動 きはで きないが,パ ーソナルイ
ン トラネ ッ トにお けるパ ー.ソナ ルウェアの機能の有 用性 をある程度示唆す るも
の と考 える。
VII今 後 の 課 窟
税 本論 では,コ ンピュー タが単 に文書め作成や表計算 のための道具 と して考 え
るのではな く,人 の 日常的 な振る舞い を通 じて,新 しい考 え方や.発想 を育 むた
めの生活 にな くて はならない もの として位置づ け,情 報処 理環境CEの 申で,
とりわけパ ソコンとイ ンター ネ ッ トを使 ったPCEが.今 後 の情報化社会の 中で
重 要な役割 を果 たす ことを示 した。 さらにそこでは 日常 的な振 る舞い に応 える
個 々人 固有 の仕掛け,シ ステムであるパーソナルウェアが機能 しなければ なら
ないこ とを述べ,そ の構想 を示 したq
しか し現状 は,そ れぞれの 目的に応 じたアプ リケーシ ョンプログラムを操作
す る状況が ほ とん どで,個 人の生活Lの 振 る舞 いと情報 との結 びつ きを意識 し
.・ヨ.た もの は見あた らない。今後 この ような観点 に立つ シス テムを実現す るために
ネ ッ トワー ク上のサー ビス機 能を提供 するサーバ ー側の タ りインテリジェン ト
な機能の開.発が求め られる。具体 的な機.能としては次の ものが考 えれ る。
50(50)第 ⊥63巻.第1号
① 個 人が必要 とす るオブジェク ト(情 報)に 対 してその所在 か らの入手や
格納 な どさまざまなサ ービス を提供 するエー ジェ ン ト機 能。
② 人の情報処理 にお けるプロセ スフロー を常 に把握 し,そ の振 る舞い.をダ
イナ ミックにCEに 反映 させるメカニズム。
③ 個 々のアプ リケーシ ョンプログラム を意 識 しないで,マ ルチメデ ィア情
報 を より簡単 に操作で きる技術 。
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